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1998年現在、マツノザイセンチュウ病（マツ枯れ）は北海道を除く日

本全国各地で確認され、またアジア各地にも飛び火するなど、国際的な

流行病と化している。マツ枯れは、マツノザイセンチュウ

（Bursaphelenchus xylophilus ）により引き起こされ、マツノザイセンチュ

ウはマツノマダラカミキリ（Monochamus alternatus）により媒介・伝播さ

れる。一方、マツノザイセンチュウはマツを衰弱させることによりマツ

ノマダラカミキリの産卵場を提供しており、両者は相利共生的な関係に

ある。このことから、マツ枯れの空間的拡大過程を予測するには、マツ

ノマダラカミキリ、マツノザイセンチュウ、およびマツの3者の相互作用、

並びにマツノマダラカミキリの空間的な飛翔を総合的に組み入れたモデ

ルを構築する必要がある。

本研究では、1999年に吉村等によって発表されたマツとマツノマダラ

カミキリの局所的なダイナミック・モデルにマツノマダラカミキリの移

動分散を取り入れ、マツ枯れの分布域の時空間的な拡大過程を記述する

モデルを構築した。マツノマダラカミキリの分散は、主として自力で飛

翔する短距離分散と、風や人為（木材輸送など）による長距離分散が知

られている。そこで、短距離分散は Togashi（1990）によって求められた

実験データを基に、また長距離分散は誘引トラップによって再捕獲され

たデータ（Fujioka , 1993）を基にそれぞれの飛翔距離分布を求めた。

こうして求めたモデルを1971年～1982年の間に茨木県全域に拡がった

マツ枯れの分布拡大図（Kishi , 1988）に適用し、長距離分散が及ぼす伝

播速度への影響を調べ、あわせて、長距離分散個体の出現率を推定した。


